
　日刊工業新聞社・グリーンフォーラム

は、 年度第３回「資源・循環技術委員

会」（吉田敬史委員長 グリーンフューチャ

ーズ社長）を開催した。同委員会は、グリー

ンフォーラム 活動の要となっている研究
かなめ

会との相乗効果を引き出し、活動全体の充実

・強化を図る目的で 年度にスタート。「資

源」とその「循環」を「技術」目線で、新た

なイノベーションの道を探求。第３回目は、

三菱電機生産システム本部技師長である太田

完治氏を講師に招き、総合テーマ「今すぐで

きる節電対策～企業の知恵　一層活用～」を

取りあげた。具体的には三菱電機の節電への

取り組みと考え方を通じて、まず 耐えた節

電の昨夏 を振り返り、さまざまな角度から

検証。今後の有効な節電策を探った。

今すぐできる節電対策～企業の知恵一層活用～グリーンフォーラム２１資源・循環技術委員会

　東京大学大学院工学系研究科原
子力工学専攻博士課程修了。三菱
電機入社。核融合実験機器や高エ
ネルギー加速器設計。日本エネル
ギー経済研究所出向を経て、現在
に至る。

　

年
、
東
京
大
学
工
学
部
卒
、
同
年
三
菱
電

機
入
社
。

年
か
ら
環
境
推
進
本
部
本
部
長
。

年
、
合
同
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ

設
立
。
現
在
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
２
０
７
／
Ｓ
Ｃ

１
国
内
委
員
会
委
員
長
、
日
本
代
表
委
員
。

吉
田
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

戦
略
的
対
応
が
必
要

　
今
回
の
よ
う
な
電
力
の

不
足
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問

題
、
こ
れ
は
１

２
年
で

終
わ
る
話
で
は
な
く
て
、

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
い
ろ

い
ろ
な
意
味
で
複
雑
化
し

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
の
見
直
し
と
、
そ
れ

か
ら
特
に
電
力
シ
ス
テ
ム

改
革
の
行
方
次
第
で
は
、

電
力
系
統
運
用
の
ル
ー
ル

が
変
わ
る
こ
と
に
伴
い
、

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
も
か
な

り
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
、
と
容
易
に
想
像

が
つ
き
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
従
来
型

の
志
向
だ
け
で
対
応
し
て

い
く
と
、
や
は
り
遅
れ
た

り
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。
発
想
自
体
も
従

来
型
の
省
エ
ネ
に
、
柔
軟

な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
志
向

に
基
づ
く
、
戦
略
的

な
対
応
を
こ
れ
か
ら

は
加
え
て
い
か
ざ
る

を
得
な
い
の
で
は
な
い
か

な
、
と
い
う
気
が
い
た
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
か
ら
１

年
、
２
年
で
、
恐
ら
く
今

ま
で
想
像
も
し
な
か
っ
た

よ
う
な
ル
ー
ル
変
更
が
出

て
く
る
可
能
性
が
あ
る
わ

け
で
す
。
そ
う
な
っ
て
く

る
と
、
省
エ
ネ
も
含
め

て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
最
適

化
と
い
う
意
味
か
ら
も
、

こ
れ
か
ら
「
新
し
い
こ
と

を
試
せ
る
チ
ャ
ン
ス
が
た

く
さ
ん
出
て
く
る
」
と
思

っ
て
い
ま
す
。

意
見
交
換

三菱電機の節電への取り組みと考え方
三
菱
電
機
生
産
シ
ス
テ
ム
本
部
技
師
長
太
田
完
治
氏

企
業
は
「
今
が
チ
ャ
ン
ス
！
」
で
あ
る

　
昨
夏
の
東
京
電
力
管
内
で
の

節
電
に
つ
い
て
、
三
菱
電
機
グ

ル
ー
プ
の
５
０
０

以
上
大

口
契
約

事
業
所
数

の
節

電
目
標
は
、
共
同
使
用
制
限
で

年
度
同
季
実
績
の

％
と

し
た
。
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
三
菱
電
機
本
社
で

事
業
所

の
需
要
電
力

デ
マ
ン
ド

を

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
管
理
す
る
こ

と
と
し
た
。

　
節
電
目
標
を

％
と
し
た

理
由
は
、

４
月
時
点
で
の
経

団
連
か
ら
の
産
業
界
へ
の
削
減

目
標
は

％
で
あ
り
、
同
グ

ル
ー
プ
は
こ
の
時
か
ら
節
電
を

計
画
開
始

当
社
会
長
が
電
子

情
報
技
術
産
業
協
会
の
会
長

年
５
月
末
ま
で

、
日
本

電
機
工
業
会
の
会
長

年
６

月
か
ら

の
要
職
に
あ
り
、

「
業
界
を
率
先
垂
範
し
て
節
電

に
努
め
る
」
必
要
が
あ
っ
た
。

　
共
同
使
用
制
限
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
他
の
事
業
所
の
需
要
が
大

き
く
な
い
時
、
そ
の
余
り
を
活

用
で
き
る
。
一
方
、
デ
メ
リ
ッ

ト
は
、
参
加
事
業
所
そ
れ
ぞ
れ

が
通
常
の
需
要
の
場
合
、
事
業

所
の
最
大
需
要
が
自
動
的
に
下

げ
ら
れ
て
し
ま
う
。

　
三
菱
電
機
グ
ル
ー
プ
の
節
電

姿
勢
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト

削
減

Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減

社

会
的
責
任
―
な
ど
に
集
約
さ
れ

る
。

　

事
業
所
で
の
運
用
に
よ
る

節
電
と
し
て
、
操
業
の
一
部
を

夜
間
／
休
日
へ
シ
フ
ト
、
研
修

セ
ン
タ
ー
で
の
上
期
開
催
予
定

を
下
期
開
催
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
変

更
、
研
究
所
内
の
１
棟
分
の
オ

フ
ィ
ス
を
他
の
複
数
の
棟
へ
移

設
し
、
１
棟
丸
ご
と
閉
鎖
―
な

ど
を
行
っ
た
。

　
設
備
導
入
に
よ
る
節
電
で

は
、
最
新
の
高
効
率
空
調
機
へ

の
更
新
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等

を
実
施
し
た
。
購
入
電
力
の
削

減

使
用
電
力
量
は
同
じ

で

は
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の

導
入
促
進
や
発
動
発
電
機
の
運

転
な
ど
を
行
っ
た
。

◆
　
　
　
◆
　

　
三
菱
電
機
が
デ
マ
ン
ド
管
理

を
採
用
し
た
理
由
と
し
て

共

同
使
用
制
限
を
実
施

本
社
で

一
元
管
理

迅
速
な
節
電
対
策

行
動
が
可
能

社
会
的
責
任
の

遂
行
―
な
ど
が
あ
る
。

　
デ
マ
ン
ド
監
視
シ
ス
テ
ム
で

は
、
デ
マ
ン
ド
値
が
管
理
上
の

上
限
と
す
る
目
標
デ
マ
ン
ド
値

に
近
づ
き
、
事
前
に
設
定
し
た

警
告
ラ
イ
ン
超
え
た
時
、
警
告

メ
ー
ル
を
発
信
す
る
よ
う
に
し

た
。
　

　
昨
夏
の
節
電
実
績
は
、

事

業
所
の
需
要
電
力
の
合
計
の
最

大
で
、
前
年
度
の
合
同
需
要
の

最
大
値
に
対
し

・
６
％
と

な
っ
た
。

　
事
業
所
現
場
の

節
電
の

声

に
は
、
「
共
同
使
用
制
限

ス
キ
ー
ム
が
あ
っ
て
、
精
神
的

に
救
わ
れ
た
」
、
「
法
律

数

値
目
標
と
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー

と

い
う
バ
ッ
ク
が
あ
っ
た
の
で
、

日
頃
で
き
な
い
省
エ
ネ
投
資
を

認
め
て
も
ら
っ
た
」
、
あ
る
い

は
「
本
社
で
デ
マ
ン
ド
管
理
さ

れ
た
の
で
、
気
が
抜
け
な
か
っ

た
」
な
ど
が
あ
っ
た
。

　
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

は
、

発
電
に
よ
り
系
統
か
ら

の
購
入
電
力
を
低
減

契
約
電

力
を
下
げ
る

夏
場
の
暑
い
日

は
発
電
量
が
多
く
エ
ア
コ
ン
の

電
源
に
活
用

売
電

建
屋
屋

上
に
設
置
の
場
合
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
に
よ
る
葦
簾
／
布
団
の
効

果
が
あ
る
が
、
ピ
ー
ク
時
間
を

シ
フ
ト
さ
せ
る
と
い
う
予
期
せ

ぬ
効
果
が
あ
っ
た
。

　
電
気
事
業
法
に
よ
る
電
力
規

制
を
直
接
受
け
な
い
本
社

テ

ナ
ン
ト
オ
フ
ィ
ス

の
節
電
で

は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
に
よ
り
照
明

に
お
け
る
節
電
を
図
っ
た
。

年
６
月
以
降
、
蛍
光
灯
型
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
へ
の
交
換
お
よ
び
照
明

調
整
に
よ
り
、
震
災
前
に
比
べ

約

％
節
電
で
き
た
。

◆
　
　
　
◆

　
今
冬
の
節
電
に
つ
い
て
は
、

関
西
電
力
管
内
で
は
昨
冬
同
月

の
最
大
使
用
電
力
の

％
以

上
、九
州
電
力
管
内
で
は
、同
５

％
削
減
の
節
電
要
請
が
あ
る
。

　
三
菱
電
機
グ
ル
ー
プ
の
対
応

は
、
ま
ず
大
口
事
業
所

関
電

、
九
電
９

の
デ
マ
ン
ド
監

視
を
本
社
で
実
施
す
る
。
関
電

管
内
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
新
規
に
１
・
５

導
入

既
設
と
合
わ
せ
５
・
７

に

す
る
。
さ
ら
に
、
高
効
率

空
調
機
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
へ

の
更
新
、
空
調
、
照
明
、
生
産

設
備
の
運
用
改
善
を
実
施
。
ま

た
、
小
口
事
業
所
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
電
力
会
社
管

内
の
節
電
目
標
を
目
指
す
。

　
こ
の
ほ
か
三
菱
電
機
グ
ル
ー

プ
と
し
て
、
中
部
電
力
、
中
国

電
力
、
四
国
電
力
管
内
の
大
口

事
業
所
の
デ
マ
ン
ド
監
視
を

年
３
月
ま
で
に
開
始
す
る
。

　
三
菱
電
機
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

種
類
別
使
用
量

熱
量
換
算

で
は
電
気
使
用
量
が
約

％
を

占
め
る
だ
け
に
、
原
発
停
止
の

代
替
と
し
て
の
火
発
増
加
に
伴

う
電
気
料
金
の
値
上
げ

エ
ネ

ル
ギ
ー
コ
ス
ト
・
ア
ッ
プ

に

よ
る
影
響
は
大
き
い
。

　
超
円
高
状
態
の
継
続
に
よ
る

輸
出
産
業
へ
の
マ
イ
ナ
ス
影
響

を
は
じ
め
、
経
済
状
況
が
ま
す

ま
す
不
透
明
に
な
る
中
、
企
業

は
、
節
電
／
省
エ
ネ
に
よ
る
耐

力
を
涵
養
し
、
ど
ん
な
状
況
で

か
ん
よ
う

も
乗
り
切
れ
る
様
に
な
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。
こ
れ
は
逆
に
言
う

と
、
「
今
が
チ
ャ
ン
ス
！
」
で

あ
る
。

「
行
動
に
し
わ
寄
せ
、
長
続
き
し
な
い
」

　
産
業
界
委
員
　
当
社
も
い
ろ

い
ろ
苦
労
し
な
が
ら
節
電
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
常

態
化
さ
れ
て
い
る
も
の
も
か
な

り
あ
り
ま
す
か
。

　
発
表
者
　
結
局
、
常
態
化
で

や
る
の
は
、
人
間
の
行
動
に
か

か
わ
ら
な
い
部
分
。
だ
か
ら
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
と
か
空
調
機
の
更
新

と
か
、
そ
う
い
う
も
の
し
か
あ

り
ま
せ
ん
ね
。
「
照
明
を
消

す
」
の
は
今
、
常
態
化
し
て
い

る
。
が
、
人
の
行
動
に
し
わ
寄

せ
、
負
荷
を
求
め
る
の
は
、
長

続
き
し
な
い
。

　
産
業
界
委
員
　
照
明
器
具

は
、
照
度
基
準
を
少
し
下
げ
る

な
ど
で
対
応
で
き
る
。

　
発
表
者
　
そ
れ
も
考
え
ま
し

た
。
実
際
に
照
度
を
下
げ
た
の

が
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明

け
。
１
週
間
ほ
ど
社
に
い
な
か

っ
た
の
で
、
照
度
が
下
が
っ
た

こ
と
に
だ
れ
も
気
が
つ
き
ま
せ

ん

笑

。

　
産
業
界
委
員
　
人
専
用
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
を
間
引
き
運
転
し

た
も
の
の
、
省
エ
ネ
に
な
ら
な

か
っ
た
話
を
よ
く
聞
く
。
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
は
明
ら
か
に
と
め

る
か
ら
、
こ
れ
は
省
エ
ネ
に
な

る
。

　
産
業
界
委
員
　

節
電
の

共
同
ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
い
え

ば
、
様
々
な
関
連
業
界
か
ら
こ

れ
か
ら
も
協
力
を
い
た
だ
か
な

い
と
、
順
調
な
生
産
活
動
が
た

ち
い
か
な
く
な
る
、
と
危
惧
し

て
い
る
。
そ
れ
に
し
て
も
操
業

シ
フ
ト
は
評
判
が
悪
か
っ
た
。

　
産
業
界
委
員
　
研
究
所
、
特

殊
な
も
の
を
扱
っ
て
い
る
セ
ク

シ
ョ
ン
、
あ
る
い
は
生
産
部
門

な
ど
で
は

節
電
に
対
し

ど

う
し
て
も
そ
れ
ぞ
れ
温
度
差
が

出
て
し
ま
う
。

　
発
表
者
　
「
箸
の
上
げ
下
ろ

し
ま
で
は
や
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
で
、
「
各
事
業
所
の
中
の

節
電
の
や
り
方
は
お
任
せ
す

る
」
と
い
う
の
が
基
本
的
な
ス

タ
ン
ス
。
本
社
で
は
、
各
事
業

所
の
操
業
形
態
が
わ
か
り
ず
ら

い
。
そ
こ
を
「
あ
あ
し
ろ
こ
う

し
ろ
」
と
言
っ
て
も
、
だ
れ
も

つ
い
て
き
ま
せ
ん
。

　
産
業
界
委
員
　
節
電
取
り
組

み
の
中
で
、
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ
に
変

え
大
分
効
果
が
あ
っ
た
と
い

う
。
そ
の
節
電
効
果
全
体
の
ど

れ
く
ら
い
を
占
め
た
の
か
。

　
発
表
者
　
そ
れ
は
も
う
微
々

た
る
も
の
だ
。

　
産
業
界
委
員
　
省
エ
ネ
診
断

チ
ー
ム
は
ど
う
い
う
メ
ン
バ
ー

で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
か
、
チ

ェ
ッ
ク
は
ど
の
く
ら
い
の
頻
度

で
実
行
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　
発
表
者
　
社
内
に
、
各
工
場

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
が
い

る
。
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士

の
集
ま
り
が
母
体
に
な
っ
て
い

る
。
そ
の
中
で
３
、
４
人
集
ま

っ
て
、
プ
ロ
モ
ー
ト
は
本
社
の

生
産
シ
ス
テ
ム
本
部
が
行
う
。

数
人
集
ま
っ
て
、
年
間
計
画
で

何
事
業
所
か
回
っ
て
い
く
。

　
産
業
界
委
員
　
私
ど
も
は
ガ

ス
会
社
。
や
は
り
供
給
責
任
が

あ
る
。

節
電
に
つ
い
て
も

発
電
機
を
導
入
す
る
な
ど
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
に

配
慮
し
な
が
ら
相
手
の
生
活
レ

ベ
ル
、
操
業
レ
ベ
ル
を
維
持
す

る
観
点
も
考
え
て
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
委
員
長
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給

安
定
行
動
計
画
に
お
い
て
、
省

エ
ネ
は
１
つ
の
柱
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
我
慢

く
ら
べ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
か
、
レ
ベ
ル
全
体
が
落
ち
て

し
ま
う
。
供
給
力
の
増
強
支
援

も
１
つ
の
社
会
責
任
だ
と
考
え

る
と
、
単
に
「
皆
が
省
く
だ
け

で
や
っ
て
い
け
る
の
か
」
と
い

う
話
に
も
な
る
。

　
発
表
者
　
最
近
、
ガ
ス
エ
ン

ジ
ン
で
性
能
が
い
い
も
の
が
実

用
化
さ
れ
て
き
た
。
や
っ
と
ジ

ェ
ネ
レ
ー
タ
と
言
え
る
も
の
が

出
て
き
た
。
コ
ー
ジ
ェ
ネ
を
も

う
１
度
「
検
討
し
て
み
る
価
値

は
出
て
き
た
か
な
」
と
思
っ
て

い
る
。

　
委
員
長
　
私
の
記

憶
だ
と
、
三
菱
電
機

は

年
代
ご
ろ
に
電

気
事
業
を
行
え
る
よ

う
定
款
を
変
更
し
て

い
る
。
電
気
事
業
を

や
ろ
う
と
思
え
ば
や

れ
る
は
ず
。
だ
か

ら
、
小
さ
い
自
家
発

で
は
な
く
て
、
巨
大

な
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発

電
所
を
つ
く
っ
て
し

ま
う
。
「
何
が
あ
っ

て
も
大
丈
夫
だ
。
余

っ
た
分
を
地
域
に
供

給
す
る
よ
」
と
、
発

電
所
も
自
前
で
、
全

部
自
分
の
と
こ
ろ
の

製
品
で
つ
く
れ
る
わ

け
だ
し
。
こ
れ
こ
そ

「
ビ
ッ
グ
な
事
業
に

な
る
」
と
思
う
の
で

す
が

笑

。

（ ） 【特別企画】 ２０１２年 平成２４年 ２月２７日 月曜日 　　


